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松浪地区市民集会のご報告

まつなみ朝市

緑が浜自治会緑が浜自治会

地域団体からのお知らせ

松浪地区まちぢから協議会　副会長　平松　民平

9月13日、小和田公民館で市民集会が開かれ、昨年の倍近い
115名の方が参加されました。市長はじめ市の部長さんたちが
出席して我々市民と顔を合わせて地域の課題や市政全般につ
いて要望や現状を認識しあい意見を交換する場です。
市民集会に向けて寄せられた市民の意見は70件以上で、これ
をテーマごとに区分けして、
① 防災分野としてクラスター火災対策、広域避難場所、非常
　 時の情報伝達
② 市民安全分野として民有地の空き家、空地の対応
③ 生活環境分野として公有地の活用、緑の保存と整備
④ 子育て支援、
として討議しました。

★ 今話題になっている広域避難場所についての質疑の一部を
ご紹介します。
司会：茅ヶ崎ゴルフ場の廃止に関する現状は？
企画経営課長：ゴルフ場が会員と地権者に閉鎖の説明を行っ
た。全てが住宅化されると防災対策や緑計画に多大な影響あ
るので、ゴルフ場撤退後の土地利用については緑や避難場所
に考慮し、神奈川県など土地所有者と協議する。
会場参加者：土地所有は県６割で民間４割、具体的にどうい
う方針で協議するのか。
企画部長：ゴルフ場存続が困難なら、新たな土地利用を考え
る。その中でキーとなるのは防災対策として広域避難場所の
機能の確保、緑をしっかり保全すること、住宅などでなく公
共公益性の強い、地域、市民にとって後々プラスになるもので、
これを条件に市は県と地権者と協議する。スケジュールや基
本的考え方はやわらかい段階から市民に示し、３者で水面下
で進むことはない。
会場参加者：市が県に働きかけることをバックアップするため、
行政だけでなく住民も強く要望していることを県に示すために
署名活動などをしたい（拍手）
市長：広域避難場所について貴重な意見、提案を頂いた。そ
うしたことを進める必要があれば行政からも相談する。地域
の皆様の盛り上がりの状況も見守ってゆきたい。私からは県
知事に対して、市民＝県民の命を守るために県有地をうまく
活用してほしいということをまずは大前提として、話をしてい
きたい。

★市民集会のやりかたを工夫、改良しました。昨年まで松浪

連絡先
ご不明なことは
下記の者に問い合わせください。

富士見町　有川　８２－６９０６
緑が浜　　牧島　８３－２０９３
汐見台　　松井　２８－２３７３
常盤町　　平松　８２－６４４６

地元の生産農家の方から直接購入できる地場野菜・花
などを販売する朝市を「茅ヶ崎海辺の朝市会」のご協力
を得て2009年から開催しています。

主催：松浪地区まちぢから協議会
協力：生産者・茅ヶ崎海辺の朝市会
会場提供：株式会社マインマート
協賛：茅ヶ崎市経済部農業水産課
※駐車場はありません。徒歩・自転車でお出かけください。

地区では７月に市民の要望、意見、質問が寄せられ、８月末
に市の回答が届き、市民集会では回答書に沿って市民と行政
の間で意見交換、質疑応答が行われていました。
このやり方では
＊市民からは「市側の発言が回答書の読み上げに終始して、
集会は直接に対話するためのはずなのにおかしい、集会が
形ばかりになっている」
＊市からは「正確で間違えのない責任ある回答を練って文章化
して市長も確認、押印した内容だから、集会の場で簡単に
修正や変更できず、読み上げることになってしまう」
など、生の意見交流を望む市民と、間違えのない回答を重視
する市の間ですれ違いがありました。そこで今回は寄せられ
た市民の意見をテーマごとに区分けして、「回答の読み上げで
はない、市民と市の意見交換」を目指して「市の考え」の説明
に続いて「地元の現状と取組」の報告と「それを受けての市と市
民の討議」の順でできるだけ対話に近い内容になるように進め
方を工夫しました。取り上げられなかったテーマや討議も消化
不良の面も多くありましたが、それも含めて今まで、市民集会
だけに集中してきた「市民の要望と市の対応、交流」を、これ
からは年間を通した継続的活動としてまちぢから協議会が担
います。

★集会のやり方は地区それぞれで、10月11日の海岸地区市民
集会を見学してきました。正味2時間、事前の質問の募集なし
でテーマの限定もなく、直接に集会で意見や要望を集会の場
で出し合って市もそれに即答しながら議論が進んで行きます。
議論が固定的にならず流動的で話題が関連する方向へ進んで
行きます。部長さんもその分野の専門家ですから答えに詰まる
ことなくかなり細かい数字まで把握した上で説明、回答してい
ました。主催する連合会の会長さんは10年以上このスタイルで
続けていて問題はない、と言ってましたが、正にライブな集会
と感じました。取り入れるべき内容があると思いました。
★寄せられた質問、意見と市の回答全文はインターネット
http://yahoo.jp/box/_eZP8t で閲覧できます。

ひばりが丘自治会ひばりが丘自治会ひばりが丘自治会

松浪地区社会福祉協議会松浪地区社会福祉協議会松浪地区社会福祉協議会

自治会からのお知らせ

都の西北ではありませんが、ひばりが丘自治会も松浪地区
の西北片隅にある約300世帯の小さな自治会です。
さて、最近の自治会内のトピックスとしては、
①（仮称）辻堂こども園の建設
②自治会所有掲示板の自動車による破損
があります。
①（仮称）辻堂こども園は茅ヶ崎市民間認可保育所ですが、定
員90人で今年11月に開所します。今後、タクシー等に乗っ
た際のひばりが丘の大きな目標物にすることができます。
②自治会所有の掲示板が、上記保育所の建設資材を運んでき
た自動車の接触によって破損しました。
しかし自動車保険で大きくてアクリル扉のある立派な掲示
板になりました。不謹慎ですが、得をした感じです。

この10月からは、松浪地区まちぢから協議会の防災訓練や
他団体の行事である体育祭、福祉ふれあいまつり等に参加す
るとともに、自治会内では餅つき・豚汁会と自治会内の防災
環境の見学会を行う予定です。

① 8月30日(土)に自治
会の「地引網大会」
が開催されました。
　海は大変静かで地引
網には最適な状況と
思われましたが、海
流が早く網が多少横
に流された事もあって、皆で一生懸命に綱を引いたにもかか
わらず残念ながらシラス以外の魚はあまり入っていませんでし
た。それでも子ども達は宝探しやスイカ割りで大はしゃぎ、
帰りにひと握りのシラスを受け取って散会となりました。子ど
も達にとっては夏休み最後の楽しい週末になったと思います。
② 緑が浜のシンボルだった公園「松園子どもあそび場」が不動
産会社に売却されて使用出来なくなってしまいました。住民
の憩いの場として、又自治会の各種イベント会場となってい
たのに残念です。

今後の予定
平成27年1月1日 午前6時30分より「初日の出を祝う会」
（浜須賀歩道橋下海岸にて）とそ、豚汁のサービス

松浪地区社協は、組織としては茅ヶ崎市社会福祉協議会の傘
下にありますが、長年にわたって地元の多くの人たちが、地域
福祉の担い手となって活動してきました。運営主体の理事と
評議員は、自治会、小中学校長及びPTA、老人会、婦人会、
子ども会、各小学校区青推協、体育振興会、各福祉施設、
民生児童委員全員といった地区内の各団体が幅広く網羅され
ています。新しく立ち上がった「まちぢから協議会」には準備
の段階から参画し、今日もその一員として協力しています。

マインマートさんで
毎月第一、第三日曜やってます！
朝８時～９時まで（小雨なら開催）

日常は、理事、評議員全員が、高齢、児童、障害の各福祉
部にそれぞれ所属し、専門の分野で活躍していますが、昨今
別枠のボランティア事業部（ボラティアセンター）が注目されて
きました。庭の草取り、ゴミ出しなど、さまざまな助けを必
要としている地域住民に対し、サポーターとして申し出たメン
バーが組織的に対応し援助しています。
社協が展開する最大のイベントは、「福祉ふれあいまつり」で
す。今年は33回目、多彩な顔ぶれがひとつになり、松浪小
学校で燃え上がりました。他に高齢者を対象に、地区を4ブロッ
クに分けての交流会。更に小和田公民館と共催で、認知症、
うつ病などの講座を開いています。「わが街の福祉は、ふれあ
い支え合い」が私たちのモットーです。

（坂井）



「生きる力を育む」

平成26年度松浪地区盆踊り大会

コミニュティカフェ部会が発足します

　学校は、子どもたちが人とし
て社会に出て生きていける力を
育む場であります。
　そのために生涯にわたり学習
する基盤が培われるよう、基礎
的な知識や技能を習得させると
ともに、これらを活用して課題

を解決するために必要な思考力・判断力・表現力その他の能力
を育み、主体的に学習に取り組む態度を養っていかなければな
りません。
　小学校では、生きていくのに必要な学習・友達と生活してい
く力を繰り返して学んでいます。子どもたちが、自信をもって、

自分から学習できるよう先生方がサポートしています。時には、
失敗もあります。その失敗から次に繋がるように練習をする場
でもあります。
　各家庭では、学校で実施されていることにご支援・ご協力を
していただき、子どもたちが安心して学べるようにご配慮いただ
いております。
　さらに松浪地区では、まちぢから協議会、青少年育成推進協
議会、体育振興会、社会福祉協議会、小和田公民館、各自治会、
開放団体、街角で子どもの安全を見守っていただいている皆様
方が、地域の宝である子どもたちの育成に力を注いでくださっ
ております。
　学校・保護者・地域の三者が、次代を担う子どもたちの育成
のために知恵を出し合いながら、暮らしやすいまち・あいさつ
の街にするためにご尽力いただいております。
　これからも、皆様と一緒に、共に学び、共に歩み、共に創り、
子どもたちの生きる力をより一層育んでいきたいと思います。

松浪地区まちぢから協議会
冬季スケジュール

11月 16日（日）

19日（水）

12月　7日（日）
17日（水）

21日（日）

1月  17日（土）
18日（日）
21日（水）

2月  18日（水）・19日（木）

まつなみ朝市
松浪地区防災訓練
第8回　松浪地区まちぢから協議会
運営委員会

まつなみ朝市
第9回　松浪地区まちぢから協議会
運営委員会
まつなみ朝市

新年賀詞交歓会
まつなみ朝市
第10回　松浪地区まちぢから協議会
運営委員会

第11回　松浪地区まちぢから協議会
運営委員会　視察研修会

松浪小学校　校長　
松原　知

松浪地区体育振興会　副会長　平田英司

　平成26年8月16日（土）17日（日）の2日間、松浪小学校
にて第52回松浪地区盆踊り大会を開催しました。
今年は、松浪地区として例年以上に盛り上げる事を松浪地区
まちぢから協議会と合意し、準備段階より連係して進める事
ができました。
　当日は、松浪小学校の和太鼓クラブによる演武披露で幕開
けし夜8時まで、新曲の鶴亀を含む、全8曲で多いに盛り上が
り、参加くださった方々も1,000名を超えました。
　模擬店は焼きそば、揚げパン、揚げパスタ、から揚げ、か
き氷、ビールやジュース、サイリューム、当てくじ、ポップコーン、

第52回　松浪地区盆踊り大会を終えて第52回　松浪地区盆踊り大会を終えて第52回　松浪地区盆踊り大会を終えて

冷やしきゅうりなど盛りだくさん。各自治会、3学校の青少年
育成推進協議会、同窓会、PTA、民児協さんの協力でにぎや
かに出店できました。1日目の途中で雨が振り出して店をたた
んだり出したりで大忙しでしたが、2日目も含め、お店の工夫
により例年以上に早期に完売するお店が多かった様に思いま
した。
　大会役員・自治会・学校関係・各団体・ボランティアの方々
の協力の下、無事終わる事が出来ました事、感謝しております。
ありがとうございました。
　松浪地区在住の方々、来年も是非来場宜しくお願い致します。

松浪地区まちぢから協議会　委員リスト
氏　名

植　松　伸　擴
前　田　　　積
中　嶋　隆　夫
大　類　ひさ枝
渡　辺　俊　幸
日　野　　　仁
有　川　勝　治
辻　　　俊　子
平　松　民　平
牧　島　達　夫
松　井　　　教
江　口　博　保
北　村　嘉　秀
水　島　將　隆
坂　井　修　一

団体名及び役職等
浜竹一丁目自治会　会長
浜竹二丁目自治会　会長
浜竹三丁目自治会　会長
浜竹四丁目自治会　会長
松浪一丁目自治会　会長
松浪二丁目自治会　会長
富士見町自治会　会長
LG富士見町自治会　会長
常盤町自治会　会長
緑が浜自治会　会長
汐見台自治会　会長
出口町自治会　会長
ひばりが丘自治会　会長
美住町自治会　会長
松浪地区社会福祉協議会　会長

団体名及び役職等
松浪地区民生委員児童委員協議会　副会長
松浪地区老人クラブ連合会　会長
松浪地区地域包括支援センターさざなみ　事務長
松浪地区体育振興会　会長
松浪地区スポーツ少年団　会長
汐見台小学校区青少年育成推進協議会　会長
緑が浜小学校区青少年育成推進協議会　会長
松浪小学校区青少年育成推進協議会　会長
汐見台小学校ＰＴＡ　会長
緑が浜小学校ＰＧＴ　会長
松浪小学校ＰＴＡ　会長
松浪中学校ＰＴＡ　会長
松浪学区子ども会連合会　会長
食生活改善推進団体　会員
環境指導員　地区代表

氏　名
橋　本　惠　子
佐々木　幸　雄
杉　本　　　薫
広　瀬　忠　夫
櫻　井　武　一
中　東　恵　子
小野江　達　人
櫻　井　武　一
土　岐　桂　子
刈　間　昌　仁
上　田　慈　子
榎　本　由加子
立　元　弥　生
菊　池　紀　子
金　子　照　子

コミュニティカフェ部会　会長　小野江　達人

　来年4月にオープンする松浪コミセンの１階のフリースペースにカフェ
コーナーが設けられます。本部会は、その運営に関わる事を検討するた
めの組織です。
　去る８月26日に行われた『コミニュティカフェ部会設置前の打ち合わせ』
には、30名を超す多くの松浪地区の市民の方々が参加され、ワークショッ
プ形式で行われた意見交換会では、コミニュティカフェのあり方、思い、
夢など実現出来れば笑顔が溢れ、温もりを感じさせる人の集う場が想像
され、またクリヤーにすべき課題や問題点など専門性の強いしっかりと礎
を固めてもらえそうな意見も出され、それらの参加者の熱意のこもった発
表に、これからの展開の高い時限での希望を見る事が出来ました。
　今後は本部会において、先の意見交換会で出た様々な意見を検証・整
理し、揺るぎない理念をしっかりと共有し、地域力の上で実現されるコミ
ニュティカフェの設立に向け活動を行っていきます。

松浪地区まちぢから協議会
役員リスト

氏　名
植　松　伸　擴
平　松　民　平

小野江　達　人

松　井　　　教
大　類　ひさ枝
牧　島　達　夫

中　東　恵　子

前　田　　　積
榎　本　由加子

役　職
会　長
副会長

副会長

会　計
会　計
書　記

書　記

監　事
監　事

団体名及び役職等
浜竹一丁目自治会　会長
常盤町自治会　会長
緑が浜小学校区
青少年育成推進協議会　会長

汐見台自治会　会長
浜竹四丁目自治会　会長
緑が浜自治会　会長
汐見台小学校区
青少年育成推進協議会　会長

浜竹二丁目自治会　会長
松浪中学校ＰＴＡ　会長

松浪地区まちぢから協議会
部会リスト
部会長

汐見台自治会
会長　松　井　　　教

浜竹二丁目自治会
会長　前　田　　　積

緑が浜小学校区
青少年育成推進協議会
会長　小野江　達　人

部会の名称

防災対策部会

市民安全部会

コミュニティ
カフェ部会

副部会長

美住町自治会
会長　水　島　將　隆

ひばりが丘自治会
会長　北　村　嘉　秀

汐見台小学校区
青少年育成推進協議会
会長　中　東　恵　子


